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PRESS RELEASE    

                                令和4年（2022年）６月2日 

DXでウィズコロナの学生交流の場を創出 

～「山形大学交流プラットフォーム」を開設しました～ 

【本件のポイント】  
●一昨年からのコロナ禍は、学生からキャンパスという交流

の場と、学生時代にしかできない様々な交流の機会を奪っ

てきた。 

●山形大学校友会（※）は、「ウィズコロナの学生支援事

業」として投稿型情報サイト「交流プラットフォーム」

を構築し、6月1日に公開。 

●「山形大学将来ビジョン」の“つなぐ力”のDXツールとし

て、本学学生・教職員はもとより、卒業生、保護者、地

域の皆さま等、本学に関わるすべての方にお使いいただ

きたい。 

【概要】 

一昨年からのコロナ禍は、学生からキャンパスという交流の場と、学生時代にしかできない様々な交流の機会を奪

ってきました。 

山形大学校友会は、平成１８年の発足以来、会費収入を財源に様々な学生支援事業を行ってきましたが、令和２年

度事業は、コロナ禍の影響で中止や規模縮小を余儀なくされました（新入生のサークル加入等、日常のキャンパスラ

イフにも影響が出た）。この状況を受け、令和３年度からウィズコロナ、アフターコロナを見据えた学生支援事業とし

て、投稿型情報サイト「交流プラットフォーム」を構築してきました。 

構築に際しては、すべてのステークホルダーを対象としたアンケート調査（令和３年７月２０日～８月２７日、回答数１

６２件）で、具体的な交流ニーズを探ったほか、校友会学生幹事から Z世代に望まれる情報交流のヒアリングを行うな

ど、より多くの方に使っていただくことを念頭に検討を進めてきました。一方で、今年３月に公表した「山形大学将来ビ

ジョン」では、「多様な人々が出逢い活躍する「コモンズ」として、地域から愛され、地域と共に発展する大学になりま

す」と宣言しました。 

本サイトは、小白川･飯田・米沢・鶴岡の４キャンパスのイラストマップを掲載し、公認サークル、研究室、関連施設の

情報収集と、「いいね！」や投稿による交流ができるほか、四季折々の風景をドローンや３６０°カメラで撮影した動画

・画像で楽しむことができます。利用については、通常のサイト同様に閲覧できるほか、３種類（「交流会員」、「正会

員」、「卒業生会員」）のカテゴリーに登録いただくことにより、よりユーザーニーズに適った交流が可能となっていま

す。 

本サイトは６月１日に公開しました。「山形大学将来ビジョン」の“つなぐ力”のDXツールとして、本学学生･教職員は

もとより、卒業生、保護者、地域の皆さま等、本学に関わるすべての方のご利用をお待ちしております。 

 

詳細は、別紙「山形大学校友会交流プラットフォームについて」をご覧ください。 

 

※山形大学校友会 

 校友会（会長:学長、平成18年12月設立）は、山形大学における全ての学部の在学生とその卒業生、役員、教職員、

退職者等の会員（生涯会費10,000円）で構成され、山大応援団として山形大学や山形大学の学生等を支援する全学

的な組織（会員数約30,000人（R4.4現在）） 。「山形大学コミュニティの醸成･強化」を目的とする。 

 

 

 

 

お問い合わせ 

山形大学校友会事務局 

エンロールメント･マネジメント部  樋口 浩朗 

TEL  023-628-4867 メール yu-kouyu＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 


